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個定賓産税（第4期）
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地
域
社
会
の

体
育
の
振
興

　
十
日
町
市
民
体
育
舘
の
落
成
式
は

秋
晴
れ
の
八
日
午
後
一
時
か
ら
新
装

な
っ
た
同
体
胃
舘
で
関
係
者
多
数
を

招
い
て
盛
穴
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
体
育
舘
は
前
号
で
お
知
ら
せ

し
ま
し
た
と
お
り
、
市
民
の
体
位
向

上
と
地
域
社
会
の
体
育
振
興
に
広
く

且
つ
高
度
に
活
用
し
て
い
た
だ
く
た

め
国
民
年
金
特
別
融
費
を
得
て
旧
十

日
町
小
学
校
あ
と
に
建
て
ら
れ
に
も

の
で
あ
り
ま
す
。
落
成
式
は
、
村
山

市
長
の
式
辞
を
は
じ
め
、
工
事
経
過

報
告
の
あ
と
工
事
関
係
者
や
功
労
の

あ
っ
た
人
汝
に
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
引
き
続
き
田
中
（
彰
）
塚
田

両
先
生
、
県
爾
長
会
代
表
川
澄
高
田

市
長
、
樋
口
議
長
、
関
口
体
育
協
会

長
ら
が
つ
ぎ
つ
ぎ
と
お
祝
い
の
言
葉

を
述
べ
、
万
才
三
唱
の
の
ち
閉
式
と

な
り
ま
し
た
。

◎
感
謝
状
を
受
け
た
人
六

衆
議
院
議
員
　
　
　
　
田
中
　
彰
治

高
度

蒸
県
響
　
塚
里
郎

一生研
建
設
株
式
会
社
社
長

　
　
　
　
　
　
　
　
黒
岩
正
夫

「　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲

同
工
事
主
任
　
　
　
　
長
谷
川
光
男

　
　
　
　
　
　
　
　
　
他
＋
二
名

十
日
町
織
物
工
業
協
同
組
合

＋
日
町
専
門
店
会

＋
日
町
商
店
連
盟

◎
篤
志
寄
付

「
ど
ん
ち
ょ
う
」
、
　
「
暗
幕
」

’
　
｝‘に

活
用

　
　
十
日
阿
織
物
工
業
協
同
組
合

　
　
＋
日
町
専
門
店
会

　
　
＋
日
町
商
店
連
盟

「
垂
幕
」
　
生
研
建
設
株
式
会
社

「
水
銀
灯
」
　
後
藤
電
機
株
式
会
社

「
大
国
旗
」
　
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
】

　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ

「
大
市
旗
」
　
十
日
町
青
年
会
議
所

　
【
写
真
上
は
竣
工
式
会
場
。
下
は

体
育
舘
正
面
】

新
潟
ま
で
約
二
時
問

快
適
な
準
急

　十日

町
－
新
潟
間
の
灘
急
「
う
お

の
」
号
が
去
る
一
日
か
ら
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
の
と
こ
ろ
利
用
者

も
多
く
、
乗
り
か
え
の
手
間
も
は
ぶ

け
て
快
適
だ
と
至
極
好
評
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
準
急
は
二
輔
編
成
の
デ
ィ

ー
ゼ
ル
カ
ー
で
十
日
町
を
朝
八
時
三

　
　
　
　
「
う
お
の
」

十
五
分
に
発
車
川
口
ま
で
各
駅
停
車

の
あ
と
小
千
谷
－
長
岡
ー
見
附
ー
東

三
条
i
加
茂
ー
新
津
－
－
新
潟
の
順
で

ゆ
き
ま
す
。

途
中
長
岡
か
ら
は
準
急
「
よ
ね
や

ま
」
と
い
っ
し
ょ
で
す
。
帰
る
と

き
は
新
潟
を
午
後
六
時
五
十
五
分
に

発
車
、
行
き
と
同
様
長
岡
ま
で
「
よ

ね
や
ま
」
と
い
っ
し
ょ
で
長
岡
か
ら

．
単
独
運
行
と
な
り
ま
す
が
、
川
口
ま

で
各
駅
停
車
で
川
口
か
ら
一
気
に
十

日
町
ま
で
走
り
ま
す
。

所
要
時
間
は
約
二
時
間
、
新
潟
で
は

大
体
八
時
間
余
り
滞
在
で
き
、
ち
ょ

っ
と
し
た
用
な
ら
簡
単
に
日
帰
り
で

き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

華
や
か
な
始
発
式

　
と
こ
ろ
で
準
急
「
う
お
の
」
の
開

ー
通
し
た
一
日
は
十
日
町
駅
二
番
ホ
ー

ム
で
盛
大
な
始
発
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
開
通
を
祝
う
に
絶
好
の
秋
日
｝

和
に
恵
ま
れ
、
ホ
ー
ム
は
華
や
か
に

万
国
旗
や
紅
臼
の
幕
で
飾
ら
れ
ま
し
・

た
。

．
式
は
ま
す
十
日
町
小
学
校
四
年
生
の

・
女
の
子
二
人
が
か
わ
い
い
和
服
姿
で

き

｝
近
藤
忠
夫
運
転
士
、
米
山
芳
郎
車
掌

・
に
花
束
を
贈
っ
た
あ
と
、
十
日
町
中

㎜
学
校
音
楽
部
の
演
奏
開
始
と
共
に
村

一
山
市
長
の
手
で
ク
ス
玉
が
割
れ
、
赤

一
黄
緑
の
紙
吹
雪
が
舞
う
な
か
で
、
木

褒
篶
轟
饗
が
テ
ー
プ
に
ハ

㎜
サ
、
・
、
を
入
れ
、
駅
頭
に
つ
め
か
け
た

譲
の
霞
に
お
く
ら
れ
な
が
象

皿
i
ム
を
離
れ
一
路
新
潟
へ
。

㎜
途
中
沿
線
各
駅
で
も
歓
送
、
終
着
新
，

　

一
潟
駅
で
は
県
警
音
楽
隊
が
祝
賀
演
奏

』
を
行
い
歓
迎
し
て
く
れ
ま
し
た
。

㎜
　
【
写
真
は
、
上
か
ら
準
急
「
う
お

｝
　
の
」
。
花
東
贈
呈
。
テ
ー
ブ
を
切

…
　
る
木
原
運
輪
部
艮
】

納
税
は
市
の
窓
ロ
で

　
　
　
滞
納
の
な
い
十
日
町
市
に

　
市
税
並
び
に
国
民
健
康
保
険
料
の

納
付
に
つ
き
ま
し
て
は
税
本
来
の
納

付
万
法
で
あ
り
ま
す
自
主
納
税
制
度

（
納
税
者
自
身
、
市
の
窓
口
で
納
付

す
る
万
法
）
を
昭
和
三
十
七
年
六
月

か
ら
実
施
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
納
期
内
納
付
が
昨

年
（
九
月
一
日
現
在
）
に
比
べ
、
向

上
を
み
て
お
り
ま
す
こ
と
は
納
税
者

各
位
の
市
税
（
料
）
に
対
す
る
深
い

ご
認
識
と
ご
理
解
に
よ
る
も
の
と
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
き
に
「
市
税
の
ゆ
く
え
」
で
ご

説
明
し
ま
し
た
と
お
り
市
民
の
福
利

増
進
の
た
め
の
諸
事
業
を
実
施
し
て

い
く
根
本
財
源
は
市
税
（
料
）
で
あ

り
ま
す
。
市
税
（
料
）
の
納
付
の
良

否
が
市
民
の
幸
福
を
而
の
発
展
を
左

右
す
る
も
の
と
い
い
得
る
と
考
え
ま

す
。
や
む
を
得
す
滞
納
さ
れ
て
お
ら

れ
る
万
は
こ
の
点
よ
く
δ
認
識
下
さ

い
ま
し
て
納
税
は
市
役
所
の
窓
口
に

納
め
て
下
さ
い
。

　
発
展
し
て
ゆ
く
十
日
町
市
建
設
と

，
滞
納
の
な
い
十
日
町
市
実
現
に
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
税
務
課
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
州

年
産
も
ち

　
　
出
荷
を
増

て
戴
く
横
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
㎜

※
本
年
の
も
ち
米
の
売
渡
価
格
の
加
｝

　
算
が
増
額
さ
れ
ま
し
た
。
水
稲
も
…

　
　
』
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　ち

一
俵
に
つ
き
二
二
五
円
が
四
五
、

　0円に

陸
稲
も
ち
一
俵
に
つ
き
｝

　
今
迄
加
算
が
な
い
の
が
二
二
五
円
㎜

　
に
。

※
来
年
か
ら
は
、
い
わ
ゆ
る
契
約
栽

藩
制
に
な
り
ま
萎
約
莚

一
　
本
年
産
も
ち
米
の
売
渡
実
績
過
去

一
　
の
実
績
な
と
が
考
慮
さ
れ
る
見
込

一
で
す
．

※
来
年
の
も
ち
種
制
は
県
奨
励
品
．
種

　
「
こ
が
ね
も
ち
」
　
「
初
祝
も
ち
」

　
と
致
し
ま
し
ょ
う
。

　
計
算
尺
技
能
検
定
試
験

　
つ
ぎ
の
と
お
り
計
算
尺
技
能
検
足

試
験
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
希
望
者
は

顧
書
（
級
別
、
住
所
、
氏
名
、
年

令
を
明
記
の
上
）
に
受
験
料
を
添
え

て
十
日
町
商
工
会
議
所
に
お
申
込
み

下
さ
い
。

日
　
　
時

試
験
科
目

試
験
場

受
験
料

申
込
期
限

十
二
月
二
日
（
日
）
午

前
九
時

一
級
～
六
級

＋
日
町
高
，
校

一
級
二
百
円
、
二
級
百

五
十
円
、
三
級
百
二
十

円
、
四
級
百
円
、
五
級

九
十
円
、
六
級
八
十
円

＋
一
月
＋
九
日

来
年
は
大
巾
な
改
善
運
動
を
実
施

長
野
～
新
潟
準
急
運
行
な
ど

　
　
　
　
飯
山
線
輸
送
増
強
促
進
期
成
同
盟
会
総
会

37
　
本
年
産
米
の
売
渡
し
に
つ
い
て
は

農
家
の
方
女
の
多
大
な
る
御
協
力
に

よ
り
順
調
に
出
荷
さ
れ
、
既
に
十
月

三
十
一
日
現
在
に
於
て
十
日
町
市
と

し
て
昭
和
三
十
六
年
産
米
の
売
渡
し
・

実
績
に
対
し
一
・
八
％
の
九
七
、
五

七
五
俵
に
達
し
て
お
り
ま
す
が
、
一

　
　
　
　
　
米

　
　
　
　
や
そ
・
つ

方
出
荷
状
況
か
ら
見
て
年
々
も
ち
米

の
出
荷
が
減
少
し
て
茜
り
ま
す
の
で

政
府
と
し
て
も
特
に
加
算
金
を
増
額

し
集
荷
確
保
を
計
る
事
に
な
り
ま
し

た
の
で
農
家
の
皆
さ
ん
か
ら
も
ち
米

の
保
有
量
は
必
要
最
少
限
度
に
と
ど

め
保
有
以
外
は
全
部
政
府
に
売
渡
し

　
飯
山
線
輸
送
増
強
促
進
期
成
同
盟

会
の
昭
和
三
十
七
年
の
総
会
は
多
数

の
会
員
及
び
来
賓
を
迎
え
て
東
頸
松

之
山
町
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ま
す

会
艮
の
村
山
十
日
町
市
長
か
ら
昭
和
、

三
十
六
年
度
の
経
過
報
告
が
あ
り
、

こ
れ
を
、
承
認
、
今
後
の
運
動
方
針
に

つ
い
て
つ
ぎ
の
三
貞
を
特
に
強
力
に

、
運
劇
す
る
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。

⑪
長
野
市
i
新
潟
廓
間
の
準
急
列
車

　
の
運
何

②
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
は
か
る
た
め

　
客
賃
混
替
列
車
を
廃
し
、
デ
ィ
ー

　
ゼ
ル
車
を
増
や
す
。

①
上
信
越
線
と
飯
山
線
接
続
を
改
善

　
す
る
。

　
村
山
会
長
再
任
ー

　
又
役
員
の
改
選
を
行
っ
た
結
果
、

会
長
に
は
村
山
十
日
町
市
長
、
副
会

長
に
飯
山
市
長
、
津
南
町
長
が
そ
れ

ぞ
れ
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
当
日
は
国
鉄
新
潟
支
社
の
営

業
部
長
、
長
野
鉄
道
管
理
局
の
運
輸

部
長
が
出
席
し
、
去
る
一
日
か
ら
の

運
行
し
て
い
る
準
急
「
う
お
の
」
の

実
現
を
契
機
に
、
明
年
は
飯
山
線
も

大
巾
に
改
善
し
た
い
と
約
東
し
ま
し

た
。

．
、
N
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
￥
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
＼
ミ
ミ
ミ
￥
ミ
ミ
＼
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
N
N
ミ
ミ
ミ
ミ
§
ミ
ミ
ミ

撒
糠
鱗
難
繊
心
難
難
簿
壁

　
　
籍
⑰
酩
疑
　
出
稼
者
の
選
挙
権
に
つ
い
て
に
対
劃
酷
難

　
　
立
は
で
き
ま
せ
ん
。
縦
覧
も
来
意
下
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
項
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
い
た
し
ま

　
　
選
挙
が
行
わ
れ
る
ま
で
は
で
き
　
　
そ
、
れ
は
唱
．
x
に
際
し
住
民
登
録
　
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て

　
　
く
な
り
ま
す
か
ら
ご
注
意
下
さ
　
を
チ
、
の
人
の
分
全
部
持
っ
て
ゆ
く
　
各
人
か
ら
自
覚
し
て
い
た
V
き
聞

　
　
と
こ
ろ
で
せ
っ
か
く
選
挙
人
名
　
と
転
居
と
見
な
さ
れ
や
す
い
の
で
　
題
の
な
い
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

薩
霧欝

鵜
蹴
羅
蝶
藩
錘
葺
ー
ー
ー
㎜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な

一
皇
月
＋
九
日
迄
で
こ
れ
以
降
合
が
ご
試
ま
す
の
で
充
分
ご
注
こ
と
に
奮
ま
す
．
　
珈
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一
＝
＝
＝
＝
＝
唱
＝
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
一
＝
＝
＝
＝
一
＝
日
＝
一
＝
隅
＝
＝
顧
＝
思
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
騨
げ

◎
川
治
農
協
に
簡
易

　
　
郵
便
局

こ
の
た
び
皆
様
の
．
こ
協
力
に
よ
り
簡
易
郵
便

局
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
多

数
．
こ
利
用
下
さ
い
。

　
一
、
局
　
　
名
　
十
日
町
川
治
簡
易
郵
便
局

　
二
、
設
置
場
所
　
十
日
町
市
大
字
山
本
二
二
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
番
地

　
三
、
受
託
者
川
治
農
業
協
同
組
台

　
四
、
開
局
月
日
　
昭
和
三
十
七
年
十
一
月
二
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
日

　
五
、
取
扱
い
事
務

　
　
イ
、
郵
便
関
係
　
郵
便
物
の
引
受
（
書
留
の

　
　
　
引
受
及
び
小
包
の
引
受
を
含
む
）

　
　
　
郵
便
切
手
類
及
び
収
入
印
紙
類
の
売
さ
ば
き

ロ
、
為
替
貯
金
関
係
　
通
常
貯
金
及
び
普
通

為
替
の
受
払
い

、
簡
易
保
険
郵
便
年
金
閨
係
各
契
約
申
込

み
の
受
付
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○
寄
附
金
つ
き
お
年
玉

　
　
年
賀
は
が
き
発
売

お
な
じ
み
の
お
年
玉
つ
き
年
賀
は
が
き
が
本

年
も
発
行
さ
れ
十
一
月
十
五
日
よ
り
売
出
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
例
年
の
と
お
り

四
円
と
五
円
（
一
円
寄
附
金
つ
き
の
も
の
）
の

二
種
類
で
ど
ち
ら
も
お
年
玉
く
じ
つ
き
で
す

売
り
さ
ば
き
方
法
は
郵
便
局
窓
口
及
び
切
手

売
り
さ
ば
き
所
で
発
売
さ
れ
ま
す
．
お
早
め

に
お
買
求
め
下
さ
い
。

な
お
年
賀
は
が
き
の
寄
附
金
は
中
央
共
同
募

金
委
員
会
及
び
日
本
赤
十
字
社
を
通
じ
て
不

幸
な
人
々
へ
の
愛
の
贈
り
と
な
り
ま
す
。
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○
飼
犬
は
必
ず
つ
な
い

　
　
で
お
き
ま
し
よ
う

近
頃
郵
便
配
達
員
が
郵
便
物
を
配
達
の
途
中

飼
犬
に
か
ま
れ
た
り
ほ
え
ら
れ
た
り
し
て
配

達
で
き
な
か
つ
た
な
ど
の
被
害
が
続
出
し
て

お
り
ま
す
の
で
飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
き

ま
し
よ
う
。

犬
の
放
し
飼
は
県
条
例
等
に
よ
つ
て
取
締
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
て
下
さ
い
。

最
近
一
年
間
に
新
潟
県
で
起
き
た
郵
便
配
達

関
係
の
被
害
は
五
十
三
件
に
上
つ
て
い
ま
す
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豊
か
な
教
育
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
大
井
田
校
が
晴
れ
の
表
彰

　
十
日
町
市
大
井
田
小
学
校
が
こ
の

た
び
昭
和
三
十
七
年
度
全
国
健
康
優

良
校
、
新
潟
県
一
位
、
全
国
特
選
に

決
り
、
去
る
三
日
の
文
化
の
日
に
晴

れ
の
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
朝
日
新
聞
社
と
文
部
省

厚
生
省
が
共
催
し
て
毎
年
実
施
さ
れ

る
も
の
で
す
が
、
十
日
町
市
か
ら
こ

の
よ
う
な
優
秀
校
が
出
た
こ
と
は
而

■
の
誇
り
で
す
．
こ
こ
で
同
校
の
あ
ら

ま
し
を
ご
紹
介
し
ま
す
．

大
井
田
小
学
校
は
皆
さ
ん
も
ご
存
知

の
と
お
り
而
民
体
育
大
会
に
四
年
連

続
優
勝
の
偉
業
を
な
し
た
大
井
田
地

区
の
学
校
で
す
．
学
級
は
七
学
級
、

二
四
五
人
の
，
血
徒
が
い
ま
す
。
先
生

方
は
全
部
で
九
人
で
す
。

一
こ
の
健
康
優
良
校
は
学
校
、
家
庭
、

地
域
社
会
の
上
に
立
っ
て
教
育
と
保

健
が
う
ま
く
い
っ
て
い
る
学
校
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
た
め
の
あ
ら
ゆ

る
面
か
ら
み
て
厳
重
な
審
査
を
う
け

て
選
ば
れ
た
わ
け
で
す
．

大
井
田
小
学
校
の
場
合
は
ま
す
生
徒

「の
自
治
活
動
に
教
師
が
そ
の
原
動
力

と
な
っ
て
教
育
指
導
に
当
り
、
そ
の

上
地
域
社
会
の
人
々
に
よ
っ
て
強
い

結
び
つ
き
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
。

具
体
的
に
申
し
ま
す
と
生
徒
は
自
治

活
動
と
し
て
自
主
的
に
努
め
、
保
健

室
の
う
ま
い
活
用
や
積
極
的
な
研
究

活
動
を
行
い
、
め
す
ら
し
い
例
と
し

て
四
年
生
以
上
の
生
活
が
四
季
に
応

じ
て
種
目
を
選
び
課
外
体
育
を
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
一
方
教

師
の
立
場
と
し
て
、
た
え
す
生
徒
の

健
康
観
察
を
行
っ
て
保
健
教
育
並
び

に
指
導
に
努
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ

に
加
え
て
地
域
の
人
六
が
校
舎
の
環

境
整
理
や
家
庭
教
育
の
ほ
か
、
子
供

の
病
気
に
対
す
る
適
切
な
処
置
を
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
．
こ
の
た

め
同
校
は
ム
シ
歯
の
な
い
優
良
校
と

し
て
も
二
年
続
け
て
表
彰
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
き
ま
し
て
同

校
の
月
岡
校
長
先
生
は
「
こ
の
た
び

の
受
賞
は
過
去
六
年
間
の
研
究
と
努

力
が
実
を
結
び
、
そ
の
実
績
を
認
め

ら
れ
た
わ
け
で
す
が
健
康
優
良
校
と

い
っ
て
も
ひ
と
口
に
説
明
で
き
ま
せ

ん
が
、
生
徒
を
中
心
に
学
校
側
と
地

域
が
一
体
と
な
り
目
標
に
対
し
て
部

分
的
で
な
く
学
校
教
育
全
体
の
中
に

と
り
入
れ
て
、
豊
か
な
環
境
を
作
り

何
か
に
つ
け
全
校
的
な
も
の
を
多
く

　
と
げ
て
い
る
ピ
と
　
っ
て
い
ま
し

た
．
　
　
　
一

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う

　
　
　
国
保
、
健
保
の
脱
退
、

　
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保

険
の
加
入
、
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
た

り
、
医
療
機
関
で
保
険
証
が
変
っ
た

こ
と
を
知
ら
な
い
で
い
た
り
し
ま
す

と
、
そ
れ
ぐ
の
保
険
で
の
給
付
叉

（上）P7Aの作業奉仕
（下）注目される課外体育

　
　
　
　
　
　
　
　
加
入

は
保
険
料
の
二
重
払
い
、
医
療
機
関

で
の
医
療
費
の
請
求
等
で
後
日
問
題

が
生
す
る
こ
と
に
な
り
、
お
互
に
迷

一惑と
な
り
ま
ず
の
で
次
の
こ
と
に
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
．

一
、
職
場
で
健
康
保
険
に
加
入
し
、

　
被
保
険
者
証
の
交
付
を
受
け
た
と

き
、
又
は
扶
養
家
族
の
認
定
を
受

け
て
加
入
し
た
と
き
は
今
ま
で
加

入
し
て
い
た
市
役
所
の
国
民
健
康

保
険
に
脱
退
届
を
し
、
又
職
場
を

退
職
し
た
と
き
は
す
ぐ
国
民
健
康

保
険
に
加
入
届
を
し
て
下
さ
い
。

　
（
加
入
、
脱
退
の
届
出
は
本
人
の

届
出
制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
し
、

実
際
本
八
か
ら
届
出
て
い
た
だ
き

ま
せ
ん
と
市
役
所
で
は
わ
か
ら
な

い
の
で
す
）

一
、
本
人
が
職
場
の
健
康
保
険
に
加
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こ
た
つ
は
室
町
時
代
か
ら
あ
っ

て
、
そ
の
頃
は
し
よ
う
ぎ
（
床

机
）
に
腰
を
か
け
、
足
を
の
せ
る

足
温
器
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た

ら
し
い
．

　
今
日
使
っ
て
い
る
よ
う
な
や
ぐ

ら
こ
た
つ
は
、
江
戸
時
代
の
初
め

に
で
き
た
も
の
で
そ
れ
か
ら
は
少

し
も
変
化
し
て
い
な
い
。

　
こ
た
つ
は
わ
が
国
独
特
の
暖
房

器
具
で
家
庭
生
活
の
実
情
に
即
し

て
お
り
半
畳
の
堀
り
ご
た
つ
の
燃

料
費
は
木
炭
だ
と
火
鉢
の
半
分
か

二
分
の
一
で
あ
る
。
電
気
で
も
非

常
に
少
な
い
経
費
で
す
む
と
い
う

経
済
性
は
高
く
評
価
さ
れ
て
い
い

し
か
し
こ
た
つ
に
も
罪
な
点
が
あ

る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

　
ま
す
第
一
に
非
活
動
的
で
不
精

に
な
り
や
す
い
。
元
来
暖
房
は
へ

や
全
体
を
暖
か
く
す
る
の
が
理
想

な
の
で
あ
る
が
日
本
家
屋
で
は
開

　
　
　
く
こ
た
つ

放
的
な
上
に
経
費
の
つ
ご
う
も
あ

っ
て
火
鉢
一
つ
か
、
こ
た
つ
一
つ

と
い
う
例
が
多
い
。
こ
の
た
め
へ

や
の
温
度
は
廊
下
と
変
わ
ら
な
い

冷
え
か
た
な
の
で
、
こ
た
つ
に
し

が
み
つ
い
て
な
か
く
離
れ
ら
れ

な
く
な
り
運
動
不
足
に
よ
る
障
害

が
で
て
く
る
。

　
ま
た
熱
源
が
木
炭
や
煉
炭
の
ぱ

あ
い
は
非
常
に
悪
い
ガ
ス
（
一
酸

化
炭
業
）
が
発
生
す
る
。
た
と
え

ぱ
六
畳
の
洋
間
を
十
八
度
く
ら
い

に
三
時
間
暖
房
す
る
と
○
・
四
六

の
衛
生
∀

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
だ
と
二
、
三
時

間
で
頭
痛
が
し
、
○
・
一
六
パ
ー

セ
ン
ト
以
ヒ
だ
と
一
時
間
で
死
ぬ

と
い
わ
れ
る
く
ら
い
で
あ
る
。
数

時
間
も
こ
た
つ
に
し
が
み
つ
い
て

い
る
よ
う
な
無
精
者
は
よ
ほ
ど
注

ら
、
お
互
に
火
の
取
り
扱
い
に
は
充

分
に
注
意
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
煙
突

の
取
付
方
法
を
図
解
い
た
し
ま
し
た

か
ら
、
お
宅
の
煙
突
を
お
調
べ
の
上

次
の
点
に
充
分
注
意
し
て
下
さ
い
．

0
図
解
の
数
字
は
最
底
を
示
す
も
の

　
で
周
囲
の
状
況
に
よ
っ
て
は
更
に

　
距
離
を
必
要
と
す
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

②
か
ま
ど
の
設
置
場
所
の
壁
は
約
一

　
層
の
高
さ
ま
で
防
火
、
又
は
耐
火

　
構
造
と
す
る
こ
と
。

①
ス
ト
ー
ブ
、
か
ま
ど
に
台
を
使
用

　
す
る
と
き
は
必
ら
す
不
燃
性
で
被
．

　
覆
す
る
と
と
も
に
床
か
ら
五
符
以

　
上
の
空
閲
を
と
る
よ
う
足
を
つ
け

　
る
こ
と
。

④
ス
ト
ー
ブ
、
か
ま
ど
に
は
必
す
不

　
燃
性
の
販
灰
入
を
設
け
る
こ
と
。

⑤
煙
突
が
壁
、
床
及
び
天
井
を
貫
通

　
す
る
場
合
は
眼
鏡
石
を
入
れ
る
と

　
と
も
に
、
こ
の
部
分
で
は
煙
突
を

　
継
い
で
は
な
ら
な
い
。

目

　
十
一
月
も
中
旬
と
な
り
ス
ト
ー
ブ

を
取
り
付
け
ら
れ
た
所
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
ス
ト
ー
ブ
、
か
ま
ど
等
の

煙
突
を
完
全
に
設
備
し
て
、
不
備
に

よ
る
失
火
を
防
ぎ
ま
し
ょ
、
う
。
火
災

の
原
因
は
設
備
の
不
備
、
各
人
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
が
大
部
分
で
す
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎎

意
し
て
時
女
の
換
気
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
ま
し
て
も
ぐ
り
こ
ん

で
そ
の
ま
ま
寝
る
な
ど
と
い
う
の

は
危
険
こ
の
上
も
な
い
。
茶
の
間

の
よ
う
に
人
の
出
入
り
の
は
げ
し

い
と
こ
ろ
は
自
然
に
空
気
が
入
れ

か
わ
る
か
ら
ま
だ
し
も
で
あ
る

が
、
試
験
勉
強
を
ひ
と
り
で
さ
せ

る
と
き
に
は
、
時
間
を
き
め
て
、

戸
を
あ
け
る
よ
う
な
習
慣
を
つ
け

さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
比
較
的
暖

か
い
地
域
だ
っ
た
ら
、
試
験
勉
強

用
に
は
ゆ
た
ん
ぽ
を
入
れ
た
ほ
う

が
空
気
も
か
わ
ら
す
専
用
に
で
き

る
し
、
安
全
で
あ
る
。
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①
煙
突
の
取
り
付
け
は
業
者
か
ら
完

　
全
な
．
取
り
付
け
を
し
て
も
ら
う
こ

　
と
。

⑦
煙
突
の
支
柱
は
鉄
材
等
不
燃
性
の

　
も
の
を
使
用
す
る
こ
と
。

⑧
取
灰
は
安
全
な
場
所
に
消
火
確
認

　
し
て
捨
て
る
こ
と
。

⑨
強
風
、
降
雪
等
の
場
合
は
破
損
の

　
お
そ
れ
が
あ
る
か
ら
必
す
点
検
す

　
る
こ
と
。

⑩
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
使
用
さ
れ
、
石

　
油
を
百
尉
以
」
L
貯
蔵
す
る
場
合
は

　
火
災
予
防
条
例
に
よ
っ
て
取
り
扱

　
い
の
規
定
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消

入
し
た
と
き
、
叉
は
挟
養
家
族
が
・

同
じ
く
加
入
の
認
定
を
受
け
た
場

合
は
そ
の
新
し
く
加
入
し
た
職
場

の
保
険
証
で
医
師
の
診
祭
を
受
け
．

て
下
さ
い
。

尚
、
今
ま
で
国
民
健
康
保
険
の
保
，

険
証
を
そ
の
医
療
機
関
に
持
参
の

上
傑
険
証
の
変
っ
た
こ
と
を
医
師

に
知
ら
せ
て
下
さ
い
。

、
職
場
を
退
職
し
、
健
康
保
険
を

脱
退
し
て
市
役
所
の
国
民
健
康
保

険
に
加
入
し
た
場
合
も
同
じ
く
医

師
に
保
険
証
の
変
っ
た
こ
と
を
知

ら
せ
て
下
さ
い
。

イ
ン

フ
ル
エ

予
防
接
種

　
さ
き
に
イ
ン
フ
ル
ニ
ン
ザ
予
防
接

補
を
希
望
申
し
込
み
下
さ
い
ま
し
た

方
に
対
し
つ
ぎ
の
日
程
で
実
施
い
た

し
ま
す
の
で
も
れ
な
く
接
種
を
受
け

ら
れ
る
よ
ろ
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

接
種
料
金
は
中
学
卒
業
者
以
上
百
六

十
円
、
中
学
生
以
下
八
十
円
。
尚
、

当
日
受
付
が
混
雑
い
た
し
ま
す
か
ら

つ
り
銭
の
い
ら
な
い
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。
又
都
合
に
よ
り
ど
こ
の
接
種

場
で
も
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
か
ら

お
含
み
蒲
き
下
さ
い
。

〔
下
条
地
区
〕

十
一
月
二
十
六
日
　
東
下
組
小
学
校

　
　
　
一
一
＋
八
日

十
二
月
六
、
十
日

〔
山
ハ
箇
地
区
〕

十
一
月
二
十
七
日

〔
川
治
地
区
〕

十
一
月
二
十
九
日

【
　
　
　
三
＋
日

＋
一
一
月
七
日

　
　
　
　
＋
二
日

〔
中
条
地
区
〕

十
一
月
二
十
九
日

十
二
月
三
日

下
条
出
張
所

下
条
中
学
校

山
ハ
箇
小
学
校

八
箇
小
学
校

川
治
公
民
舘

川
治
小
学
校

川
治
中
学
校

飛
一
一
小
、
枯
木

叉
分
校

中
条
出
張
所

ン
ザ

　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
五
目

　
　
　
　
＋
一
日

　
　
　
　
　
山
ハ
日

　
　
　
　
　
†
日

〔
士
口
田
地
区
〕

十
一
月
三
†
日

＋
一
一
月
　
四
日

＋
一
一
月
　
七
日

　
　
　
　
　
＋
日

　
　
　
　
＋
四
日

〔
水
沢
地
区
〕

十十

月月

三
†
日

　
四
日

五
日

六
日

七
日

＋
一
日

＋
一
一
日

　
〔
十
日
町
地
区
〕

十
二
月
　
　
三
日

　
　
　
　
＋
一
日

　
　
　
　
＋
三
日

十
二
、
三
、
四
日

十
一
月
二
十
八
日

騨
十
二
月
　
　
三
日

実
施

中
条
小
学
校

中
条
中
学
校

池
谷
分
校
、
三

ッ
山
分
校

飛
一
小

吉
田
小
学
校

樽
沢
分
校
、
名

ヵ
山
小
学
校

真
田
小
学
校

鐙
島
小
学
咬

出
・
田
中
学
校

珠
田
分
校

水
沢
出
張
所

馬
場
小
学
校

水
沢
小
学
校

野
中
小
学
校

黒
沢
分
校

水
沢
中
学
校

大
池
小
学
校

大
井
田
小
学
校

新
座
小
学
校

＋
日
町
市
役
所

軽
沢
分
校

津
池
嘱
託
員
宅

　
　
　
　
　
　
闘

農
業

　
　
　
お

とか

†
一
月
八
日
に
開
催
さ
れ
た
館
N

㎜
H
K
婦
人
の
つ
ど
い
”
で
話
し
あ
う

㎜
た
め
の
問
題
と
し
て
、
郡
市
内
の
お

㎜
か
あ
さ
ん
た
ち
か
ら
沢
山
の
意
見
が

…
集
っ
た
。

㎜
　
そ
の
中
か
ら
い
く
つ
か
を
紹
介
し

㎜
て
、
み
ん
な
で
考
え
る
材
料
に
し
て

㎜
い
き
た
い
。

㎜
　
朝
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

㎜
　
「
耕
地
が
せ
ま
い
の
に
、
雄
の
中

㎜
の
す
べ
て
が
変
っ
て
来
て
、
と
て
も

㎜
農
業
ぱ
か
り
で
は
暮
し
て
い
け
な
く

㎜
な
っ
た
。
私
の
家
で
も
、
と
う
く

㎜
兼
業
農
家
に
早
変
り
し
た
か
ら
、
主

㎜
婦
と
し
て
の
私
の
使
命
は
本
当
に
重

㎜
大
と
な
っ
た
。
夫
は
勤
め
に
出
て
い

㎜
る
の
で
、
朝
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
妻

㎜
と
し
て
、
そ
の
あ
と
は
す
ぐ
田
畑
に

㎜
出
て
農
家
の
主
婦
と
な
る
。
そ
れ
に

防
署
に
届
け
出
る
こ
と
。

【
凸
版
は
上
手
な
エ
ン
ト
ツ
の
取

付
け
方
】

新
案
ポ
リ
管
継
手
で

　
　
　
厚
生
大
臣
表
彰
を
う

　
　
　
け
た
市
水
道
課

　
去
る
十
月
十
七
日
九
州
の
長
崎
市

で
開
か
れ
た
日
本
水
道
協
会
総
会
で

十
日
町
市
水
道
課
が
「
水
道
器
具
の

発
明
と
そ
の
普
及
」
で
厚
生
大
．
臣
表

彰
を
う
け
ま
し
た
。

十
日
町
市
の
水
道
は
去
る
昭
和
三
十

三
年
か
ら
出
来
ま
し
た
が
、
そ
の
工

事
に
つ
い
て
、
雪
国
の
特
殊
性
を
考

慮
し
、
同
課
技
術
陣
が
漏
水
防
止
や

破
損
防
止
の
た
め
、
全
国
に
先
が
け

て
初
め
て
ボ
リ
エ
チ
レ
ン
パ
イ
プ
を

使
用
、
そ
の
配
管
、
接
続
継
手
に
新

し
い
工
夫
を
生
み
出
し
、
新
案
ジ
ョ

イ
ン
ト
を
考
案
し
た
も
の
で
す
。
こ

れ
に
つ
い
て
厚
生
省
当
局
は
「
大
げ

さ
な
発
明
で
は
決
し
て
な
い
。
い
っ

て
み
れ
ば
職
場
の
工
夫
で
ボ
刀
管
の

継
手
だ
が
、
こ
う
し
た
ケ
ー
ス
で
実

用
化
さ
れ
た
新
案
は
め
す
ら
し
く
評

価
し
た
い
」
と
小
さ
な
発
明
と
特
異

性
を
高
く
買
っ
て
い
ま
し
た
。

又
進
達
役
の
幸
田
県
環
境
衛
生
課
長

は
「
機
械
屋
の
藤
田
さ
ん
（
元
水
道

課
長
）
と
根
津
さ
ん
そ
れ
に
土
木
屋

岩
田
さ
ん
の
三
人
の
技
術
陣
が
調
和

し
て
公
共
性
あ
る
発
明
を
や
っ
た
の

は
め
す
ら
し
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し

た
。

穿

こ
ど
も
の
世
話
も
絶
え
る
こ
と
が
な

い
。
全
く
眼
の
ま
わ
る
よ
う
に
忙
し

い
毎
日
で
、
気
持
が
ど
う
か
な
っ
て

し
ま
う
よ
う
な
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

1
私
が
一
番
困
る
の
は
、
作
物
の

消
毒
や
肥
料
の
や
り
方
な
ど
。
薬
の

レ
ッ
テ
ル
ば
か
り
で
は
な
か
な
か
解

ら
な
い
し
、
い
ち
く
組
合
ま
で
と

ん
で
い
く
こ
と
も
で
き
な
い
。
ど
な

た
か
親
切
に
教
え
て
く
れ
る
人
が
い

た
ら
な
あ
と
、
つ
く
ぐ
思
う
。

1
冬
が
来
て
、
少
し
は
暇
に
な
っ

て
も
、
雪
が
降
っ
て
ど
こ
へ
も
行
く

こ
と
が
出
来
す
、
ホ
ン
ト
に
こ
ど
も

じ
ゃ
な
い
が
、
ど
ん
な
に
損
を
し
て

い
る
か
と
残
念
に
思
う
。
こ
れ
で
は

ま
す
く
農
村
に
嫁
の
来
手
が
な
く

な
る
と
思
う
」
。

　
農
業
経
営
と
お
か
あ
ち
ゃ

　
ん
　
農
業
経
営
に
対
す
る
お
母
さ
ん
た

ち
の
関
心
は
、
ビ
ッ
ク
リ
す
る
ほ
ど

高
い
。
も
ち
ろ
ん
、
む
か
し
と
同
じ

よ
う
な
気
持
で
は
、
と
て
も
や
っ
て

い
け
な
い
よ
う
な
時
代
に
な
っ
て
い

る
わ
け
で
あ
ろ
う
が
、
積
極
的
に
問

あ
さ
ん

　
題
を
見
つ
め
て
考
え
て
い
る
姿
は
本

　
当
に
熱
心
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
悩

　
み
は
深
い
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、

　
身
近
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
だ
ん

　
だ
ん
と
眼
が
大
き
く
開
い
て
来
て
い

　
る
の
が
分
る
。

　
　
　
「
嫁
と
二
人
で
、
重
い
リ
ヤ
カ
ー

　
を
引
い
て
い
た
ら
、
後
か
ら
耕
転
機

　
が
や
っ
て
来
た
。
い
っ
し
ょ
う
け
ん

　
め
い
押
し
た
り
引
い
た
り
す
る
け
れ

　
ど
も
、
だ
ん
く
輪
が
土
の
中
に
入

　
　
っ
て
い
く
。
泣
き
た
い
忠
い
だ
っ

　
た
。
大
き
な
機
械
が
多
く
な
っ
て
来

　
た
の
に
、
む
か
し
の
ま
ま
の
農
道
で

　
は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
」
。

　
　
　
「
部
落
が
町
の
は
す
れ
に
あ
る
の

　
で
、
小
川
が
す
っ
か
り
下
水
の
よ
う

　
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
何
と
か
水
の

　
便
を
よ
く
し
て
も
ら
い
た
い
」
。

　
　
　
ジ
「
経
営
の
大
規
模
化
、

＝　
　
教
い
」

　
　
社
「
農
業
基
本
法
の
勉
強

　
　
　
　
　
を
ユ
ッ
ク
リ
や
っ
て
み
た

　
い
。
女
だ
か
ら
と
い
っ
て
相
手
に
も

　
さ
れ
な
い
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
の

　
動
き
に
つ
い
て
、
充
分
な
知
識
を
得

　
た
い
」
。

　
　
　
家
事
と
育
児
と
農
業
と

　
　
人
手
不
足
は
、
ど
こ
で
も
誰
で
も

　
困
っ
て
い
て
、
六
十
余
名
の
回
答
者

　
中
で
二
十
名
が
こ
の
問
題
を
直
接
と

　
り
あ
げ
、
他
の
人
た
ち
も
ほ
と
ん
ど

　
関
係
し
た
悩
み
を
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
「
現
金
収
入
が
な
い
か
ら
、
毎
日

　
の
く
ら
し
が
ダ
メ
に
な
る
。
そ
こ
で

　
働
き
手
は
他
の
産
業
に
出
て
、
農
業

　
を
担
っ
て
い
る
の
ぱ
老
人
と
婦
八
だ

　
け
に
ー
」
。

　
　
　
「
家
事
と
育
児
で
手
い
っ
ぱ
い
な

　
の
に
、
ま
た
く
主
婦
の
労
働
時
間

　
が
長
く
な
っ
て
、
何
ひ
と
つ
満
足
に

　
や
っ
て
い
け
な
い
」
。

　
　
そ
し
て
、
よ
う
や
く
頼
む
こ
と
の

　
出
来
た
手
伝
い
の
人
に
対
し
て

　
　
　
「
朝
来
て
も
ら
う
と
ま
す
翁
茶
受

　
け
を
　
か
ロ
そ
れ
か
ら
は
じ
ま
っ
て

　
ナ
ぽ
　
ヨ
　
ヤ
あ
が
り
　
ロ
　
ぎ
つ

　
き
と
な
れ
ば
　
　
　
り
が
へ
　
ヤ
　

，
／

．
［
”
二
機
械
化
な
ど
と
い
っ
て
も

一

．
一
｝
’
ぺ
、
今
の
労
力
や
山
闇
、
霜

　
り

、
、
の
農
業
で
は
手
も
足
も
出
な

　
『「

㍑
一
叉

も
し
な
い
で
つ
き
っ
切
り
ー
」
．

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
ま
た
、
懸
命
に
働
い
て
い
る
嫁
さ

ん
か
ら
は

　
「
季
節
保
育
所
を
何
と
か
し
て
設

置
し
て
欲
し
い
．
田
に
は
い
っ
て
い

て
も
、
つ
き
ま
と
う
こ
ど
も
た
ち
を

心
配
し
て
見
て
い
る
の
で
、
仕
事
も

は
か
ど
ら
な
い
し
、
余
計
な
気
骨
が

折
れ
る
」
。

　
「
せ
っ
か
く
つ
く
っ
て
い
た
だ
い

た
保
育
所
も
、
三
才
以
上
と
か
四
才

以
上
と
か
い
っ
て
、
ほ
ん
と
に
手
の

か
か
る
幼
児
た
ち
を
見
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
な
い
。
勝
手
な
希
望
か
も
知

れ
な
い
が
、
よ
い
方
法
は
な
い
も
の

だ
ろ
う
か
ー
」
。

　
な
ど
と
切
実
な
ね
が
い
が
い
く
つ

か
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

　
家
族
と
お
か
あ
さ
ん

　
と
こ
ろ
で
、
労
力
不
足
と
兼
業
の

し
わ
よ
せ
で
す
っ
か
り
疲
れ
切
っ
た

お
か
あ
さ
ん
た
ち
に
、
家
族
の
人
た

ち
は
ど
ん
な
気
持
で
い
る
だ
ろ
う
。

次
の
よ
う
な
声
が
あ
っ
た
と
い
う
こ

と
は
、
た
と
え
ホ
ン
の
僅
か
な
一
部

の
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
悲
し
い
こ
と

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
自
分
の
意
見
を
出
し
て
も
、
主

人
の
考
え
に
あ
わ
な
け
れ
ぱ
、
一
刀

の
も
と
に
切
り
お
と
さ
れ
る
」

　
「
こ
の
仕
事
は
こ
う
し
た
方
が
い

い
と
か
、
あ
そ
こ
の
家
で
は
こ
う
だ

と
か
い
っ
て
も
、
頭
ご
な
し
に
叱
り

つ
け
ら
れ
て
、
ほ
ん
と
う
に
口
借
し

く
な
る
」
。

　
「
ウ
チ
の
主
人
は
、
食
事
の
仕
度

な
ど
は
仕
事
の
仲
間
に
い
れ
て
い
な

い
。
食
事
の
た
め
に
私
が
三
十
分
ば

か
り
早
く
田
ん
ぽ
か
ら
あ
が
る
と
、

い
っ
し
ょ
に
あ
が
っ
て
き
て
し
ま

う
。
こ
れ
で
は
い
く
ら
頑
張
っ
て
み

て
も
食
事
は
間
に
あ
わ
な
い
」
。

　
ま
た
農
休
日
1
休
み
日
を
つ
く
っ

て
も
ら
つ
て
も

　
「
せ
っ
か
く
の
農
休
日
も
、
と
し

よ
り
に
せ
っ
か
く
の
お
天
気
を
モ
ッ

タ
イ
ナ
イ
な
ど
と
い
わ
れ
て
し
ま
う

と
、
義
理
に
で
も
い
っ
し
ょ
に
山
仕

事
に
出
掛
け
な
く
て
は
な
ら
な
い
」

　
頼
み
に
し
た
い
こ
ど
も
た
ち
が
農

業
を
あ
ま
り
好
ま
な
く
な
り
、
数
多

い
悩
み
に
追
わ
れ
な
が
ら
働
い
て
い

る
お
か
あ
さ
ん
に
、
何
か
ひ
と
つ
で

も
楽
し
い
機
会
を
差
上
げ
た
い
も
の

で
は
な
い
か
。
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